
公園管理運営士認定制度の概要 

 

公園管理運営士認定試験事務局 

 

  今日、公園を取り巻く社会情勢は大きく変化し、より効果的、効率的な管理運営を求められる一方、ス

ポーツ・レクリエーション、市民協働、安全管理、生態管理、資源循環、環境教育等のニーズの多様化

や高度化への対応が必要になってきています。 

   そして、このような都市公園の管理運営を円滑かつ効果的に推進するための、マネジメント能力を備え

た人材が求められています。 

   公園管理運営士認定試験は、こうしたニーズに応えられる一定水準の知識、技術、能力を持つ人材を養

成し、認定するものです。  

 

１．資格名称 

公園管理運営士「Qualified Park Administrator」略称「ＱＰＡ」 

 

２．公園管理運営士の職能 

①職能対象：現場の実務責任者レベル 

 公園管理運営業務は、通常、常設の管理組織において執行されています。このため資格認定の対象と

する職能は、現場の実務責任者レベルに必要な「実務的な知識・経験及び、管理運営の実行能力」を対

象とします。 

②職能領域：一体的、総括的職能 

 公園管理運営は、幅広い領域を総合化し統括的に計画・実行されること、また、現場の実務責任者と

して機能するためには、公園管理に関する総合的な知識・理解や実行力が不可欠なことなどから、公園

管理運営士の職を一体的・総括的な職能として捉えています。 

 

（参考）公園管理運営士の職能イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

• 公園及びその管理運営の意義、機能、目標等について十分認識するとともに、常に公園を取り巻く状況の

変化や多様なニーズなどを把握し、対応していく姿勢を持っている。 

• 植物管理や施設管理について、実施に必要な知識、技術を持っている。 

• 管理の作業計画を立て、作業監督の役割も担える。 

• 公園内での安全管理や事故防止の実践、そして緊急時対応の実行力を持っている。 

• 公園に求められている利用者サービスや広報、イベントなどを企画し、実施できる。 

• 環境教育や園内ガイド等についても、公園に合ったプログラムを計画し、実施できる。 

• 利用者、地域住民と良いコミュニケーションをつくることができ、利用者満足度の向上や円滑な運営に貢

献できる。 

• ボランティア等とも良いコミュニケーションをつくることができ、市民参加を促進できる。 

• 自然環境保全、防災、文化の伝承、レクリエーションの場の提供、コミュニティ形成など、公園の果たすべ

き役割を理解し、その役割を果たすための取り組みを計画、実施できる。 

• 都市公園法など関係する法律や諸規定等の内容を理解し、これを遵守した管理運営を実施できる。 

• 業務をより効果的、効率的に推進するための方策を検討し、実施することができる。 

• 管理運営の各業務を総合化し、バランスの良い、適切な目標を掲げた計画を作成することができる。ま

た、実施結果に対する評価を行い、課題を改善していくという公園マネジメントを実施できる。 



３．試験および登録のながれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．更新登録について 

更新登録にあたっては、以下のいずれかに該当することが必要となります。 

１）造園ＣＰＤ制度において５年間で１２５単位以上を取得 

２）更新講習（対面またはオンライン）の受講（有償）。 

  ※登録の有効期間中に公園管理運営士二次試験または更新講習で講師を務めた方は講習受講が免除されます。 

 

５．これまでの実施結果 

 

 

  

試験に関する情報 

（一社）公園管理運営士会 

・有資格者が会員   
・会員間の情報交換 
・交流会（見学会、勉強会等） 
・その他 

受験申込（受験資格：満27歳以上）

一次試験（筆記試験）

二次試験（講習と修了試験）

公園管理運営士（要登録）

継続研鑽

５年ごとの更新登録



６．合格者データ 

 

 

 


